
市
民
病
院
の
役
割
と
使
命
 

〜
救
急
医
療
を
担
う
〜
 

     
   

 
昨
年
４
月
に
、新

た
な
病
院
理
念「
地

域
と
つ
な
が
り
安
心
・

信
頼
の
医
療
を
提

供
し
ま
す
」を
掲
げ
、

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

日
々
、地
域
や
行
政
と
協
力
し
、健
康
な
ま
ち

づ
く
り
へ
貢
献
で
き
る
よ
う
病
院
全
体
で
努

め
て
い
ま
す
。 

海
部
医
療
圏
の
中
核
病
院
と
し
て
、地
域

の
診
療
所
等
か
ら
当
院
で
の
診
療
が
必
要
な

患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、必
要
な

検
査
や
手
術
を
行
い
、診
療
所
等
へ
お
返
し

し
て
い
く
こ
と
が
当
院
の
地
域
に
お
け
る
役

割
で
す
。
更
に
、救
急
医
療
病
院
と
し
て
、入

院
が
必
要
な
救
急
患
者
さ
ん
を
し
っ
か
り
お

預
か
り
す
る
こ
と
が
当
院
の
大
き
な
使
命
で

す
。 当

院
で
は
、こ
れ
ま
で
各
専
門
科
の
病
棟

に
お
い
て
、出
来
る
限
り
救
急
入
院
の
受
入

を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、入
院
患
者
さ
ん

が
増
加
す
る
と
、救
急
入
院
の
た
め
に
病
床

を
空
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、入
院
が
必
要
な

患
者
さ
ん
を
十
分
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ

と
が
度
々
起
こ
り
ま
し
た
。 

救
急
患
者
を
お
断
り
す
る
こ
と
な
く
し
っ

か
り
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
に
は
、常
に
数
床

の
空
き
病
床
を
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、地
域
か
ら
の
需
要
に
対
応
し

更
な
る
地
域
へ
の
貢
献
を
図
れ
る
よ
う
、病
院

全
体
で
そ
の
対
応
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ど

ん
な
疾
患
の
患
者
さ
ん
で
あ
っ
て
も
、救
急
入

院
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
た
結
果
、新
た
に「
救
急
受
入
に
特
化
し

た
病
床
」
を
院
内
に
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。 ま

た
、効
率
良
く
病
床
運
用
を
行
う
た
め

に
は
、入
院
治
療
を
終
え
ら
れ
た
患
者
さ
ん

に
ス
ム
ー
ズ
に
退
院
し
て
頂
く
こ
と
も
重
要

と
な
り
ま
す
。
多
職
種
が
連
携
し
て
、患
者
さ

ん
と
向
き
合
い
な
が
ら
退
院
調
整
・
退
院
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

課
題
に
対
し
て
病
院
全
体
で
取
り
組
み
解

消
し
て
い
く
こ
と
で
、地
域
の
皆
様
に
も
ご
理

解
い
た
だ
き
、よ
り
一
層
頼
り
に
さ
れ
る
病

院
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
当
院
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
な

が
ら
、「
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
病
院
」・

「
こ
の
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院
」
に

育
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

食まるクイズ～糖尿病編～

糖尿病になる
と歯が抜ける
ことがある。 
 
YES or NO

答えは左にあります。 

ほねまる 

財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。 

開催時間 ： AM１０時～PM４時 

答え：YES
糖尿病の方は、唾液分泌の低下や、免疫力の低下により、糖尿
病でない方に比べ歯周病になるリスクが２倍以上高いと言われ
ています。虫歯と違い痛みがないので、放置しがちですが、歯
周病が重症化すると、歯茎が痩せてしまい最終的には歯が抜け
落ちてしまいます。適切な歯磨きと定期的な歯科受診を心がけ
ましょう。 

基本 
毛先と歯面（歯と歯肉の境目、 
歯と歯の間）にきちんとあてる 

１５０～２００gの軽い力で（毛先が 
広がらない程度で）みがく 

小きざみに動かす（５～１０㎜を 
目安に１～２歯ずつみがく） 

「市政のひろば」つしま2015.4３６ 

市役所　124-1111 院長コラム 

一緒に考えましょう 

健康のこと 
医療のこと 
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脳
梗
塞
と
は 

突
然
生
じ
た
脳
の
血
管
の
血
流
の
障
害
に

よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
を
「
脳
卒
中
」
と
言
い
ま

す
。
脳
卒
中
は
、脳
の
血
管
が
詰
ま
る
「
脳
梗

塞
」
、脳
の
細
い
血
管
が
さ
け
て
脳
の
中
に
血

腫（
出
血
の
固
ま
り
）を
つ
く
る
「
脳
出
血
」
、

脳
の
太
い
血
管
に
で
き
た
脳
動
脈
瘤
が
破
裂

な
ど
に
よ
り
脳
の
表
面
に
出
血
す
る
「
ク
モ

膜
下
出
血
」に
分
類
さ
れ
ま
す
。 

脳
卒
中
は
、が
ん
、心
臓
病
、肺
炎
に
次
い

で
日
本
に
お
け
る
死
因
の
第
４
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
中
で
も
脳
梗
塞
は
、脳
卒
中
死
亡
数

の
半
数
以
上
を
占
め
、寝
た
き
り
や
介
護
が

必
要
と
な
る
原
因
疾
患
の
第
１
位
で
す
。 

一
度
、脳
梗
塞
を
起
こ
す
と
、治
療
し
て
も
、

ほ
ぼ
完
治
す
る
人
は
約
２０
％
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
脳
梗
塞
の
方
の
５
人
に
４
人
は
何
ら

か
の
後
遺
症
が
残
り
ま
す
。 

 脳
梗
塞
の
症
状 

脳
梗
塞
の
症
状
は
、さ
っ
き
ま
で
何
と
も
な

か
っ
た
の
に
「
突
然
に
」
起
こ
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。 

前
か
ら
気
に
し
て
い
る
症
状
が
あ
る
、あ
る

い
は
、な
ん
と
な
く
お
か
し
い
、と
い
っ
た
、症

状
の
出
現
時
期
が
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、

脳
梗
塞
の
症
状
と
は
考
え
に
く
い
で
す
。 

脳
梗
塞
の
具
体
的
な
症
状
は
、片
方
の
手

足
の
力
が
入
ら
な
く
な
る
、呂
律
が
ま
わ
ら

な
く
な
る
、言
葉
が
で
な
い
、意
識
が
な
く
な

っ
て
回
復
し
な
い
、な
ど
で
す
。 
 脳

梗
塞
の
種
類 

脳
の
血
管
の
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
脳
梗
塞
（
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳

梗
塞
、ラ
ク
ナ
梗
塞
）と
、心
房
細
動
に
代
表

さ
れ
る
不
整
脈
な
ど
に
よ
り
心
臓
に
で
き
た

血
栓（
血
の
固
ま
り
）が
流
れ
て
血
管
が
詰
ま

る
脳
梗
塞（
心
原
性
脳
塞
栓
症
）の
大
き
く
２

つ
に
分
か
れ
ま
す
。 

心
原
性
脳
塞
栓
症
は
広
範
囲
に
障
害
が
出

る
こ
と
が
多
く
、脳
梗
塞
の
中
で
最
も
重
症

で
完
治
が
難
し
い
も
の
で
す
。 

 脳
梗
塞
の
予
防
方
法 

脳
梗
塞
は
突
然
に
起
こ
る
病
気
で
、か
か
っ

て
か
ら
、し
ま
っ
た
と
思
っ
て
も
手
遅
れ
で
あ

り
、普
段
か
ら
予
防
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。 

脳
梗
塞
全
般
に
お
け
る
予
防
方
法
は
、生

活
習
慣
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
り
、中
で
も

高
血
圧
を
防
ぐ
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。 

男
女
と
も
血
圧
値
が
高
く
な
る
ほ
ど
、発

症
率
が
急
激
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
血
圧

を
防
ぐ
方
法
は
、塩
分
を
取
り
す
ぎ
ず
、野
菜

や
果
物
を
摂
取
す
る
な
ど
、食
生
活
を
改
善

し
、大
量
飲
酒
、喫
煙
、運
動
不
足
、肥
満
な
ど

の
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

で
も
改
善
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、降
圧

薬
に
て
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

心
原
性
脳
塞
栓
症
の
原
因
は
、心
房
細
動

と
い
う
不
整
脈
や
弁
膜
症
な
ど
の
心
疾
患
に

よ
り
ま
す
。 

特
に
心
房
細
動
が
あ
る
方
は
、年
齢
や
基

礎
疾
患
・
既
往
歴
な
ど
に
よ
り
、脳
梗
塞
に
な

る
確
率
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、

脳
梗
塞
発
症
予
防
を
目
的
に
、血
液
を
サ
ラ

サ
ラ
に
す
る
薬（
特
に
抗
凝
固
薬
な
ど
）の
内

服
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 お
わ
り
に 

脳
梗
塞
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、生
活
習

慣
病
の
予
防
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
で
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
適
切
な
治
療
や
生
活

習
慣
の
改
善
に
よ
り
、脳
梗
塞
だ
け
で
は
な
く
、

心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
な
ど
の
循
環
器
疾
患
や

が
ん
な
ど
の
発
症
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

毎
年
検
診
を
受
け
る
こ
と
、適
切
な
生
活

習
慣
病
予
防
・
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

No３ ２ ４ 

脳
梗
塞
の
予
防
に
つ
い
て 

津島市民病院　 
神経内科医師 
山岸　知未 

私 

の 

カ 

ル 

テ 
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　月…………　　  件（　　   件） 
（　）内は平成２７年中の累計 

　月………………　  件（　   件） 
（　）内は平成２７年中の累計 

事故発生件数 …　   件（　   件） 
うち死亡者 ………  　人（　   人） 
犯罪発生件数 …  　 件  
（　）内は平成２７年中の累計 

総人口……　　　 人 （  　　） 
　男………　　　 人 （  　　） 
　女………　　　 人 （  　　） 
世帯数…　　　  世帯（  　　） 
３月１日現在、（　）内は前月比 

２ 

問　合 場　所 日　時 相　　談　　名 

談 相 民 市 月 ４ 
※相談員の都合により相談を休むことがありますので、当日、電話でご確認ください。翌月7日分まで掲載。 
※法律相談は、受付件数が限られていますので、ご希望の日時に相談できない場合があります。 
※年金相談は、受付件数が限られています。（番号札は、当日午前８時３０分より配布） 

保険年金課 医療･年金Ｇ 
内線２１２１ 市役所１階市政相談室 年金相談 

１、１５日 
午前１０時～午後３時 

総務課 庶務Ｇ 
内線２３５１ 

市役所１階市政相談室 法律相談（要予約） １４日　午後１時～４時 

産業振興課 市役所１階市政相談室 消費生活相談 
３、８、１７、２２日 
午後１時３０分～４時３０分 

ー８４ 
ー４５ 
ー３９ 
ー３０ 

６４,３５４ 
３１,６１４ 
３２,７４０ 
２５，５６７    

市内の 
交通事故・ 
犯罪 
［２月］ 

人口と 
世帯 
（外国人を含む） 

 

市内の 
火災 

救急車の 
出動回数 

津島データファイル 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 行政相談 ３日、５月１日 

午前１０時～正午 
1２４‐３４５６　相談日のみ 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 内職相談 

２、９、１６、２３、３０日、５月７日 
午前１０時～正午、午後１時～３時 1２４‐３４５６　相談日のみ 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 心配ごと相談 

１０、２４日　午前９時～正午 
受付は終了時間の1時間前まで 

1２４‐３４５６　相談日のみ 
1２５‐８４１１　社会福祉協議会 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 法律相談（要予約） ７、２１日 

午後１時～４時 
1２４‐３４５６　相談日のみ 
1２５‐８４１１　社会福祉協議会 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 結婚相談 

２、６、９、１３、１６、２０、２３、２７、３０日 
５月７日　午前１０時～正午 
受付は終了時間の1時間前まで 

1２４‐３４５６　相談日のみ 
1２５‐８４１１　社会福祉協議会 

老人福祉センター 高齢者の健康相談 
７、１４、２１、２８日 
午後１時～３時　 1２８‐７５６１ 

神島田祖父母の家 高齢者の健康相談 
８、１５、２２日 
午後１時～３時 1３２‐２１５１ 

総合保健福祉センター 
３階家庭児童相談室 家庭児童相談 

月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前８時３０分～午後５時１５分 1２４‐０３５０ 

公益社団法人認知症の人と 
家族の会・愛知県支部 認知症介護相談 

月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前１０時～午後４時 1０５６２‐３１-１９１１（電話相談） 

２ 

４ ３ 

５２９ ２２０ 

税や料金の納付には便利な口座振替をご利用ください 
水道料金をはじめ、市に対するお支払いの多くにご利用いただけます。
取扱金融機関の窓口にてお申し込みください。 
取扱金融機関 
いちい信用金庫、三菱東京UFJ銀行、大垣共立銀行、十六銀行、三重銀行、愛知銀行、名古屋銀行、
中京銀行、東海労働金庫、海部東農業協同組合、あいち海部農業協同組合、ゆうちょ銀行（郵便局） 

固定資産税・都市計画税…第1期　　介護保険料…第１期 
市営・改良住宅家賃､住宅新築資金等償還金､保育所保護者負担金…４月分 

納期限　平成２７年４月３０日今月の市税や料金など 

総合保健福祉センター 
２階世代間交流室 肢体不自由児療育相談 お休みします 

1２５-８４１１ 
社会福祉協議会 

津島商工会議所相談室 相続･登記相談（要予約） 
※ただし、相続税は除く 

１、１５日 
午後１時～３時 

1２８‐２８００ 
津島商工会議所 

勤労者安心ネット 
ワークセンター 

労働者特別相談・ 
勤労者金融相談 

月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前１０時～正午、午後１時～４時 

1０１２０‐８１‐１５０５ 
（電話相談） 

３０ 
０ 
５２ 

６０ 
０ 

市 県 民 税  

固定資産税・都市計画税 

国民健康保険税 

７　月 

ー  

第　２　期 

第　３　期 

６　月 

第　１　期 

ー  

第　２　期 

５　月 

ー  

ー  

第　１　期 

「市政のひろば」つしま2015.4３８ 



　　　　 

津島市は、毎月第３日曜日を家庭防災の日と定め、
月に１回は、家庭で防災・減災について話し合ってい
ただくことを目的に、津島市防災情報カードを作成し、
市内全戸に配布しました。 
市立南小学校の５年梅組では、１３日、「朝の読書」
の時間を利用し、担任の先生から防災情報カードに
ついて話がされました。生徒は、防災意識の必要性
について真剣に聞いていました。市内小・中学校で、
毎月第３週のいずれか昼休みの時間に、防災・減災の
校内放送を流し啓発を図ります。 

１５・２・１３  
市立南小学校 家庭防災の日 

津島市制６８周年記念式典の表彰式の部に続いて、
結婚生活５０年を迎えられるご夫婦５８組の長寿を祝う
金婚式の部が行われました。 
市長は、出席された４８組のご夫婦の席をまわり、お
祝いの言葉をかけました。金婚代表のご夫婦からは、
共に歩んだ５０年の道のりを振り返り、思いが述べら
れました。 

１５・３・１  
文化会館小ホール 

津島市制６８周年記念式典 
（金婚式の部） 

「防災・減災のための津島型住宅モデル」の二次
公開審査が、津島市生涯学習センターで行われました。 
二次審査では、一次審査で４４点から選出された１０
点の応募者が、それぞれ提案内容をプレゼンテーシ
ョンしました。審査委員長である難波和彦氏（東京大
学名誉教授/放送大学客員教授）を始め６人の審査
委員によって「防災・減災のための津島型住宅モデル」
の最優秀賞が決定しました。 

平成２６年度津島市立看護専門学校卒業式が同校
で行われました。 
式では、卒業生一人ひとりに卒業証書が手渡され

た後、藤野校長から「何事に対しても常にこれでい
いか、もっといい方法がないか、謙虚な、前向き志向
をもって社会に飛び立っていただきたい」と式辞が
贈られました。 
第２５回生２７人（女性２４人、男性３人）は、新たな目
標に向かって母校を巣立ちました。 

１５・３・６  
看護専門学校 看護専門学校卒業式 

１５・３・２２  
生涯学習センター 

津島型住宅モデル 
プラン二次審査 
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